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令和 7年度 ふれあいホームヴァンサンクつつじ地域連携推進会議議事録 

法人名 社会福祉法人嘉誠会 

事業所名 ふれあいホームヴァンサンクつつじ 

開催日時 令和 8年 3月 10 日（火）15：00~17：00（施設訪問 16：00~） 

開催場所 第 1ふれあいホーム 会議室 

出席者 利用者代表 2名 利用者家族１名 地域関係者１名 

施設管理者 1名 サービス管理責任者 1名 事務長 1名 

     議題 

１、 施設管理者の開会

挨拶と出席者紹介 

 

 

 

 

２、 地域連携推進会議

の概要と目的、会

議規程 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、 グループホームの全

体像 

 

 

 

４、 ふれあいホームヴァ

ンサンクつつじの

概要 

 

 

 

 

 

本日は大変ご多用なところ、地域連携推進会議に参加いただきまして誠にありがと

うございました。本日は施設の事を知っていただき、活発なご意見を頂戴したいと思

いますのでどうぞよろしくお願い致します。 

 出席者の紹介：利用者２名、利用者家族 1名、地域関係者１名、管理者１名、サービ

ス管理責任者 1名、事務１名 

 

(１) 以下の 3項目の事務連絡を行った 

➀個人情報保護法の法令順守のお願い 

②1年に 1回以上の会議開催と施設訪問の機会を設ける事 

③会議の記録を作成し公表する（ホームページに掲載） 

 

(２)地域連携推進会議の概要について以下の４項目を説明した 

➀事業所と地域の連携により、利用者と地域との関係づくりについて 

②サービスの透明性・質の確保 

③地域への理解の促進 

④利用者の権利擁護 

 

・利用対象となる方について、知的障害、精神障害、身体障害、難病等を持つ方がサポ

ートを受けて生活できる方が対象となる。 

・支援サービス提供し、行政機関から報酬を得ている 

利用者へのサービス提供→ 行政機関への実績報告→ 行政機関から報酬を得る 

 

  各ホームの定員、利用者年齢、障害区分、平均区分について以下の説明をした 

・第１ふれあいホーム：定員 10 名（短期入所 3名） 

現在 30 歳~78 歳の 10 名が入所され、平均区分 5.2 である 

・第２ふれあいホーム：定員２名 

現在 40 歳の方と、67 歳の方の 2名が入所され、平均区分 3.0 である 

・第３ふれあいホーム：定員４名 

現在 27 歳~72 歳の 4名が入所され、平均区分 4.75 である 
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５、 グループホーム一日

の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６、 運営状況の報告 

（1）利用者数及び人員

配置数 

 

 

（2）リスクマネジメン

トの取組み・研修の状

況 

 

 

 

 

 

 

 

（3）BCP の策定状況 

 

・第４ふれあいホーム：定員 2名 

現在 52 歳の方が 1名入所され、平均区分 2である 

・第５ふれあいホーム：定員１０名（短期入所３名） 

現在 37 歳~62 歳の 10 名が入所され、平均区分 5.1 である 

 

・平日の一日の流れについて以下の説明をした 

6 時~7時：起床 

7 時~8時：朝食、検温、体調管理 

8 時~9時：日中活動の場等に出発 

15 時~16 時：帰宅 

16 時~19 時：夕食、入浴、洗濯 

19 時~20 時：就寝準備 

・休日の一日の流れについて以下の説明をした 

6 時~7時：起床 

7 時~8時：朝食 

8 時~9時：外出 

日中：余暇活動 

15 時半～16時：帰宅 

帰宅後～19時：夕食、入浴、洗濯 

19 時～20 時：就寝準備 

 

・今年度の平均利用者数は月 25.8 人である 

・人員基準のサービス管理責任者 1名・世話人 4.3 人・支援員 6.5 人に対し、1月

人員配置の実績はサービス管理責任者 1名・世話人 6.7 人・支援員 6.5 人で 2.4 人上

回っている。 

 

以下の委員会の開催（毎月第 2月曜日に開催）と研修等と訓練を実施している 

・虐待防止委員会…委員会開催は毎月 1回、研修は新規採用時と年 1回実施 

・身体拘束適正化委員会…委員会開催は毎月 1回、研修は新規採用時と年 1回実施 

・感染症対策委員会…委員会開催は毎月 1回、研修は新規採用時と年 1回、訓練は年

1回実施 

・BCP委員会…委員会開催は毎月 1回、研修は新規採用時と年 1回実施、訓練は年

1回実施 

・職員のセルフチェックを実施（毎月 1回） 

・外部研修へ積極的に参加している 

 

自然災害対策版、感染症対策版を策定している。様式は大阪府の雛形を使用している。

今回は簡易版を提示し以下の項目を説明した。備蓄品 3日分、非常時の担当、緊急連絡
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７、 利用者の日常生活

と活動報告 

 

８、 意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０、今後の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１、閉会挨拶 

 

 

 

 

１２、施設訪問 

体制を策定 

 

年間行事の様子を写真で報告した。年間行事「七夕、花火、納涼祭、ハロウィンパーテ

ィー、イルミネーション見学、クリスマス会、ヴァンサンクつつじ祭り」 

 

ご意見・要望・助言について 

・利用者「一番楽しかったのはイルミネーション見学だった」 

・利用者「クリスマス会みたいに、各ホームの利用者合同でイベントがしたい」 

・利用者家族「災害時の施設備蓄品の他、利用者個人の避難用リュックを準備している

が、何処に保管されていますか？」A： 「避難時に持って出やすいように、玄関前の応接

室に保管しています。」 

・地域関係者「今回の会議で運営状況や日常生活のお話を聴いて、施設の事が良く分か

りました。運営も大変努力されている事がよく分かりました」 

 

・利用者の居場所を守る：ご利用者一人ひとりが安心して過ごせる生活の拠点にする。 

・透明性を図る：いつでも運営状況を公にし、不性・隠蔽・放置をしない 

・専門的支援を行う：定期的な研修及び資格取得のサポートを実施し、職員のスキルア

ップを目指す 

・地域連携を図る：利用者が安定した社会生活を送る為に必要な機関や地域との関係性

構築の為、積極的な連携を行う 

・継続的に改善する：より良いサービス提供の為、「どうしたら今よりもっと良くなる

か」を考え、実行する 

以上を踏まえて「これで良い」状態は無く、ベターでなくベストを常に目指してい

きます。 

 

本日は大変ご多用なところ、地域連携推進会議に参加いただきまして誠にありがと

うございました。引き続き法人の基本理念である「人と人とのふれあいを大切」を基

に施設運営して参ります。今後ともご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、

閉会の挨拶とさせていただきます。本日はありがとうございました。 

 

第１ホーム、第 2ホーム、第 3ホーム、第４ホーム、第５ホームの施設訪問し、以下

の意見があった 

意見： 「潔 にされていて気持ちがいい」 

    「みんなすごく楽しそう」 

    「お部屋が個人個人の色が出ていて素敵です」 

    「アッとホームでいい感じですね」 

    「ご飯も美味しそうです」 

 


